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乳牛のマイコプラズマ（Mp）性乳房炎は伝染性乳房

炎として知られ，その臨床型では顕著な泌乳量の減少や

泌乳停止が認められる［1, 2］．しかも，有効な治療法は

なく［3, 4］，感染牛は淘汰を余儀なくされる［4, 5］．

近年米国では，Mp性乳房炎の増加は酪農現場において

大きな問題となっている［6h8］．

わが国においては，他の乳房炎と比べMp性乳房炎の

発生そのものが少なく，診療現場からの事例報告［9h

11］はあるものの，疫学的調査報告［12］は少数であ

る．そのため，わが国におけるMp性乳房炎の発生契

機，飼養形態や牛群規模並びに原因菌種の違いによる被

害状況は明らかでなく，効果的な防除手法は確立されて

いない．そこで，本研究では，防除のための基礎的知見

を得ることを目的として，北海道におけるMp性乳房炎

の発生農場について疫学的検討を行った．

材 料 及 び 方 法

調査対象牛群： 1989 ～2010 年に治療困難な乳房炎

として北海道農業共済組合連合会研修所に病性鑑定が依

頼されMp性乳房炎と診断された68牛群について検討

を行った．

細菌学的診断：Mp性乳房炎が疑われた個体乳及びそ

の牛群のバルク乳を材料として，DNA添加Hayflick培

地［13］を用いMpの分離培養検査（Mp検査）を行っ

た．また，68牛群のうち38牛群（608頭）から検出さ

れたM pについて，生化学性状，発育阻止試験及び

SDShPAGE菌体蛋白解析［13］，並びに16S rRNA塩基

配列解析［14］により同定を行った．

68牛群中54牛群については，初発生確認後ただちに

搾乳牛全頭の乳汁を採取してMp検査を実施した（全頭

検査）．その後は，分娩牛，新規に発生した臨床型乳房
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要　　　　　約

北海道において，過去22年間に経験した牛マイコプラズマ性乳房炎の発生事例68牛群について，疫学的解析を試み

た．事例の75％は直近5年間の発生であり，北海道での本病の増加が確認された．発生契機として，牛の外部導入，初

妊牛の分娩もしくは肺炎の発生が示唆された．主な原因菌種はM. bovisであったが大規模牛群ではM. californicumの

発生も同程度存在し，他の菌種は普段から不顕性に牛群へ侵入している可能性が示唆された．感染牛の割合は経産牛頭

数の3.8～15.1％（四分位範囲），発生期間は0.3～4.7カ月，淘汰牛の割合は経産牛頭数の2.1～9.5％であった．大規

模牛群では発生期間の延長と経過中における多数の新規感染が認められたが，感染牛の隔離により発生の長期化を防ぎ

得ることが明らかとなった．―キーワード：牛，疫学，北海道，マイコプラズマ性乳房炎，発生．
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炎牛及び乳汁中体細胞数の高値によりMpの乳腺感染が

疑われた牛についてMp検査を行うとともに，バルク乳

についても1～2週間に1回の頻度でMp検査を実施し

た（モニタリング検査）．モニタリング検査は全頭検査

時に乾乳期であった牛がすべて分娩し，その後1カ月以

上Mpが検出されなくなるまで継続し，その時点を終息

とした．

調査項目：調査項目はMp性乳房炎発生牛群の飼養形

態，禀告から想定された発生契機の事象，初発生時の年

次と経産牛頭数，Mpの最初の検出から最後の検出まで

の期間（発生期間），発生期間中のMp感染牛の頭数並

びに菌種とした．また，伝染病対策で一般的に重要と考

えられる感染牛の隔離の有無を調査した．そして，この

調査結果をもとに，経産牛頭数に対する発生期間内すべ

ての感染牛の割合（総感染率），全頭検査時の感染牛の

割合（当初有病率），モニタリング検査における感染牛

の割合（経過中感染牛割合）及びMp性乳房炎による淘

汰牛の割合（淘汰牛割合）を求めた．また全頭検査時の

感染牛のうち，臨床症状を有する割合（臨床型比率）も

求めた．

統計解析：繋留ストール牛群（40～96頭，TS群），

フリーストールで300頭未満の群（FhS群）及び300頭

以上の群（FhL群）の牛群規模別並びに菌種別に総感染

率，当初有病率，臨床型比率，経過中感染牛割合，発生

期間及び淘汰牛割合の分布を求め，群間の差を Steelh

Dwass法で検定し，P＜0.05を有意とした．また，TS

群，フリーストール牛群で感染牛の隔離が行われた群

（隔離群）及び行われなかった群（非隔離群）別に経過

中感染牛割合と発生期間の分布を求め，同様の検定を行

った．

成　　　　　績

発生の概要：発生の75％（51/68 牛群）は直近5年

間に発生し（図1），そのうちTS群が31.4％（16牛群），

FhS群が29.4％（15牛群），FhL群が39.2％（20牛群）

を占めた．

発生契機の比率を図2に示した．全体として発生契機

は不明であることが多かったが，TS群及びFhS群では

搾乳牛の呼吸器病や関節炎，FhL群では初妊牛の分娩が

多かった．

飼養形態及び牛群規模に関わらずM. bovisが牛群並

びに個体において最も検出頻度の高い菌種であった（表

1）．ま た ， M. californicumは FhL群 に お い て ，

M . b o v i s と同様に検出頻度の高い菌種であった．

M. bovigenitalium，M. arginini並びにM. canadense
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した



両菌種間で有意な差は認められなかった（表2）．

感染牛の隔離の有無よる経過中感染牛割合の中央値

は，非隔離群が7 .4（4 .1 ～ 12 .5）％で，TS群の0 .0

（0.0～1.5）％及び隔離群の0.6（0.0～1.7）％に比べ

て有意に高かった（P＜0.01）．また，発生期間につい

ても非隔離群が7 .8（4 .4 ～ 11 .9）カ月と TS群の0 .4

草場信之　安里 章　鈴木貴博　他
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の発生頻度は低く，M. arginini，M. canadenseの単発

生事例はみられなかった．

感染率，感染期間及び淘汰率：総感染率，当初有病率，

臨床型比率，経過中感染牛割合，発生期間，及び淘汰牛

割合の分布を図3に示した．調査牛群全体の総感染率の

中央値は8.1（四分位範囲3.8～15.1）％，当初有病率

の中央値は5.7（2.9～10.4）％，臨床型比率の中央値

は73.3（50.0～100）％で，これらの項目では牛群間に

おける有意な差は認められなかった．

調査牛群全体の経過中感染牛割合の中央値は1 .1（0

～4.5）％で，牛群規模の増大にしたがって高くなる傾

向があり，FhL群の3.4（0.3～8.7）％がTS群の0（0

～1.5）％に比べて有意に高かった（P＜0.05）．また，

発生期間の中央値は1.0（0.3～4.7）カ月で，牛群規模

の増大にしたがって延長する傾向があり，FhL群の4.8

（0.5～7.7）カ月がTS群の0.4（0.2～0.8）カ月に比べ

て有意に延長が認められた（P＜0.05）．淘汰牛割合の

中央値は5.3（2.1～9.5）％で，牛群規模による有意な

差は認められなかった．

牛群規模と同様に主要菌種である M. bovis及び

M. californicumにおいて調査項目を比較検討したが，

TS（繋留ストール牛群） 

表 1 　牛群規模別菌種別のマイコプラズマ検出状況 

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 

 7 31 28 8 17 2 1 5 1 4 5 4 5 1 1 

  31 28 8 17 2 1 5 1 4 3 4 5 1  
 7          1    1 
              
           1     
               

牛群No. 

菌種　　検査頭数（頭） 

M. bovis 
M. bovigenitarium 
M. californicum 
M. arginini 
M. canadense

 

 牛群（n＝15） 個体（n＝120） 

 86.7（13） 91.7（110） 
 20.0（　3） 7.5（　9） 
 0.0（　0） 0.0（　0） 
 6.7（　1） 0.8（　1） 
 0.0（　0） 0.0（　0） 

検出割合（％） 

FhS（300 頭未満のフリーストール牛群） 

 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 

 52 14 4 20 9 1 17 11 3 11 49 14 24 24 29 

 52 14 4 20 9  17 11  11 49  23  29 
      1       1 4 
         2   14  20 
         1

牛群No. 

菌種　　検査頭数（頭） 

M. bovis 
M. bovigenitarium 
M. californicum 
M. arginini 
M. canadense

 

 牛群（n＝16） 個体（n＝286） 

 75.0（12） 85.0（243） 
 18.8（　3） 2.1（　6） 
 18.8（　3） 12.6（　36） 
 6.3（　1） 0.3（　1） 
 0.0（　0） 0.0（　0） 

検出割合（％） 

FhL（300 頭未満のフリーストール牛群） 

 32 33 34 35 36 37 38 

 7 31 26 32 89 3 14 

  25  14 54 3 13 
  4      
 7 1 26 17 33   
  2  2    
 1    3  10

牛群No. 

菌種　　検査頭数（頭） 

M. bovis 
M. bovigenitarium 
M. californicum 
M. arginini 
M. canadense

 

 牛群（n＝7） 個体（n＝202） 

 71.4（5） 54.0（109） 
 14.3（1） 2.0（　4） 
 71.4（5） 41.6（　84） 
 28.6（2） 2.0（　4） 
 42.9（3） 6.9（　14） 

検出割合（％） 

 31 

 4 

 4

注1）複数菌種の検出はそれぞれに含む 
注2）検出割合カッコ内は実数で検出牛群数または検出個体数 

表 2　主要菌種別の総感染率，当初有病率，臨床型比率，
経過中感染牛割合，発生期間及び淘汰牛割合 
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中央値 
（四分位範囲） 

中央値 
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（0.2～0.8）カ月及び隔離群の1.0（0.3～3.6）カ月よ

りも有意に延長していた（図4）．

考　　　　　察

本研究において，近年の北海道では，Mp性乳房炎の

発生が急増していることが判明した．従来，わが国の酪

農は小規模で，衛生管理が比較的容易であったため，諸

外国と比較してMp性乳房炎の発生が少ないとされてい

た［15, 16］．著者らが1993年に実施したバルク乳の

M p 検査において（未発表），M p 検出率は 0 . 0 7 ％

（1/1 ,411 牛群）に過ぎなかったが，Higuchiら［12］

が2010年に実施したバルク乳のMp検出率では1.29％

（16/1,241牛群）と18倍になっており，Mp性乳房炎発

生の増加を裏付けるものである．

Mp性乳房炎は呼吸器病や関節炎など他のMp性疾患

との関連が深く，これらの無症状罹患牛の導入が乳房炎

の発生に深く関与するともいわれている［2h5，17h19］．

本研究においても，フリーストール牛群において，導入

牛の関与が疑われた発生や初妊牛の分娩が契機と考えら

れた発生が認められた．したがって，フリーストールの

ような大規模牛群，特に規模拡大を進めている牛群で

は，導入牛や初産分娩牛を新たに搾乳牛群に編入する前

に，乳汁のMp検査による検疫を行う必要があると考え

られた．Mp性乳房炎発生時に肺炎や関節炎の発生を認

めた事例は，大規模牛群よりむしろ中規模なフリースト

ール牛群や繋留ストール牛群で多く認められた．Gon-

zalezら［20］はニューヨーク州におけるMp性乳房炎

の発生要因にかかる調査の中で，その発生と換気不良と

の因果関係を指摘している．近年の大型牛舎では，高効

率の換気システムを備えているところが多く，このよう

な良好な牛舎環境により，Mpによる肺炎や関節炎の発

生が緩和されているのではないかと考えられた．このよ

うに，Mp性乳房炎の発生契機は飼養形態や牛群規模に

よって異なる可能性が示唆され，農場に応じた検疫シス

テムの構築が必要であると考えられた．

Mp性乳房炎の原因菌としてM. bovisとM. califor-

nicumの検出頻度が高いことが知られている［3, 12,

21］．北海道においてもM. bovisの検出割合は同様に高

く，また，大規模牛群において，M. californicumの発

生がM. bovisと同程度存在し，両菌種におけるMp性

乳房炎の被害状況には大きな差がないことが明らかとな

った．一方，M. bovigenitalium，M. arginini並びに

牛マイコプラズマ性乳房炎の発生と疫学

46日獣会誌　67 43～48（2014）

0

10

20

30

40

50

0

10

20

30

40

50

当
初
有
病
率（
％
） 

総
感
染
率（
％
） 

臨
床
型
比
率（
％
） 

発
生
期
間（
月
） 

経
過
中
感
染
牛
割
合（
％
） 

淘
汰
牛
割
合（
％
） 

0

20

40

60

80

100

0

5

10

15

20

25

30

全体 FhLFhSTS0

5

10

15

20

25

30

全体 FhLFhSTS
0

5

10

15

20

25

30

全体 FhLFhSTS

（＊P＜0.05）牛群規模 牛群規模 牛群規模 

n＝22 n＝23 n＝14 n＝59 n＝16 n＝18 n＝11 n＝45

n＝18 n＝19 n＝17 n＝54 n＝18 n＝19 n＝16 n＝53 n＝18 n＝20 n＝14 n＝52

n＝16 n＝18 n＝11 n＝45

＊ ＊ 

図3 牛マイコプラズマ性乳房炎発生牛群における総感染率，当初有病率，臨床型比率，経過中感染牛割合，発生期間及び淘汰牛

割合

注1）TS：繋留ストール牛群，FhS：300頭未満のフリーストール牛群，FhL：300頭以上のフリーストール牛群
注2）グラフの長方形の下辺は第1四分位数，上辺は第3四分位数，中央線は中央値を表わす

注3）長方形の下辺から伸びる線は「第1四分位数－1.5IQR」より大きいデータ点（IQR＝第3四分位数－第1四分位数），
長方形の上辺から伸びる線は「第3四分位数＋1.5IQR」より小さいデータ点で，「第1四分位数－1.5IQR」より小さい
データ点と「第3四分位数＋1.5IQR」より大きいデータ点は外れ値として 印で示す



M. canadenseについては，散発的な発生が主体であり，

特にM. argininiとM. canadenseの発生は大規模農場

におけるM. bovis又はM. californicumの集団的発生が

起こるまでは顕在化しておらず，このことから，これら

の菌は普段から不顕性に大規模農場へ侵入している可能

性が示唆された．

本研究において，当初有病率5％以上の牛群は半数を

占め，また，この時の臨床型比率も70％以上の牛群が

半数を占めていた．Mp性乳房炎に対する治療効果につ

いては否定的な報告［3, 4］が多く，本研究においても，

Mp性乳房炎によって淘汰された個体が牛群の10％を

超える農家が約25％も存在し，Mp性乳房炎発生農家

における被害の深刻さが窺われた．

300頭を超える大規模フリーストール牛群の経過中感

染牛割合及び発生期間は，繋留ストール牛群と比べて有

意に増大していた．しかしその一方で，フリーストール

牛群であってもMp感染牛を隔離している牛群では，経

過中の感染拡大を繋留ストール牛群と同等に抑え，早期

終息を達成させ得た．これは，繋留ストール牛群やMp

感染牛を隔離した牛群では，Mp感染牛をまとめて最後

に搾乳し，搾乳者の手や搾乳ユニットを介する非感染牛

への伝播を防ぐことが容易に行えたからだと考えられ

た．

稿を終えるにあたり，ともに対策に関わった北海道の農業共

済組合獣医師諸氏，牛群情報を提供していただいた酪農家諸氏，

マイコプラズマの同定を行っていただいた動物衛生研究所及び

酪農学園大学の諸先生方，並びに統計解析においてご指導いた

だいた帯広畜産大学の茅野光範先生に深謝する．
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図4 牛マイコプラズマ性乳房炎発生牛群における感染牛の管理方法の違いによる経過中感染牛割合及び発生期間
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SUMMARY

This study was an epidemiological analysis of our experience with 68 cases of bovine mycoplasma mastitis
outbreaks over the last 22 years in Hokkaido, Japan.  Seventy-five percent of these outbreaks occurred during
the last five years; therefore, this revealed an increased incidence of mycoplasma mastitis in Hokkaido.  The
causes of the outbreak of mycoplasma mastitis in the dairy herd seemed to be the external introduction of
pregnant heifers, the parturition of primiparous cows, and occurrences of pneumonia.  Mycoplasma bovis was
the predominant causative agent in large dairy herds, and Mycoplasma californicum was as significant as
M. bovis.  In other species, it appeared that these pathogens penetrated large herds regularly and subclinical-
ly.  The proportion of mycoplasma-infected cows by herd size was 3.8%h15.1% (interquartile range).  The devel-
opmental period was 0.3h4.7 months, and the disease resulted in 2.1%h9.5% of cows being culled in these herds.
In larger herds, the developmental period was extended, and many new infections were found while taking
measures to control mycoplasma mastitis, but the installation of quarantine pens for mycoplasma-infected cows
was effective in controlling the disease. 
― Key words : bovine, epidemiology, Hokkaido, mycoplasma mastitis, outbreak.
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